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福岡市 市 乳 の組 成 に 關す る研 究。(第III報)

季節 に由る比重・全蛋白質及び カゼイ ン百分率の変化 。

固形物 と全蛋白質 及び カゼイ ン

との關係並に脂肪と全蛋白質及び

カゼイ ンとの關係 に就いて

西 山 晴 壽

(昭和十二年五月二十三日受理)

1緒 言

著者は婁に福岡 市市乳の組成に關する研究(第1報)と して 同市々乳の季節に由る脂肪百

分率の変化 。同じく(第II報)と して季節に由る固形物,無 脂肪固形物及び灰分 百分率の変

化,並 に固形物と脂肪 及び灰分 との關係に就いての成績を九大農學部學藝雑誌(1)(2)に 獲

表 した。

著者は尚引続いて 同市々乳の組成 として比重,全 蛋白質及び カゼイン百分率に就いて調査を

行つた。今その成績 を第III報 として鼓に報告する。

II調 査 の 目 的 及 び 方 法

1.調 査の目的福岡 市々乳の比重,全 蛋白質及びカゼイン百分率 を検定 し,こ れ等の成

分の1ヶ年 間を通 じて見たる(1)季 節的変化,(II)固 形物 と全蛋白質 及びカゼインとの關

係並に脂肪と全蛋白質及びカゼインとの關係に就いて検討 せんとするのである。

2.調 査期間 昭和11年3月 より昭和12年2月 に至る1ヶ年 間。

3.供 試牛乳 供試牛乳の化學的組成殊に全蛋白質 及び カゼイン含有量並に比重の槍

定に対し 最 も正確を期せんには乳牛の 種類,飼 料,泌 乳期,搾 乳時間,乳 牛の年齢 及び 疾病等

の諸條項に就いて注意を佛ふべきであるが,茲に 報告せんとするものは襲に発表 せる第1報

(1)及 び 第II報(2)に 供用せるものと全 く同一の もの即 ち福岡市内及び市外に存在する主



なると ル クプラン ト某所より早朝配達せ しめた1合壜 詰滅菌全乳(朝 乳)1本 宛を出來る丈け

早 く實験室 に蓮び直に實験に供 した。

両これ等3種 の供試牛乳は便宜上次の如き符號 を以てこれを表示する。

第1號 乳 低温滅菌乳な り。

第2號 乳 同

第3號 乳 同

4.定 量 法

A,全 蛋 白 質 供試牛乳10c.c.を 採 り酸化剤(硫 酸加里と硫酸銅の重量比9:1

に混合せるもの)2瓦 及び濃硫酸15c・c・ を加へて 分解 した後塩入式蒸溜装置(3)に よつて

蒸溜 した。鼓に得た全窒素量に6.37を 乗じて全蛋白質量を求めた。

B.ヵ ゼ イ ン 供試牛乳10c・c・ を採 り40。c・ の 温水100c・c・ を加へて 稀訳 し

直に10%醋酸 を加へてカゼインを沈澱せ しめ,濾 過,洗滌 した後前記全蛋白質定量法に準じ

て全窒素量を測定 し6・37を 乗 じてカゼイン量を求めた。

C.脂 肪GERBER法 によつた。

D.固 形 物 供試牛乳5c・c・ を豫 め20瓦 の細砂 と硝子棒 とを入れた重量既知の

蒸発皿 に静かに散布 して 牛乳を細砂に吸収せ しめ精密にこれ を秤量 した後 水浴上 に熱 して水

分の大部分 を除きたる後100・C.に て5時 間乾燥,秤 量 し,前後重量め差は即 ち水分である.

而 して100よ り水分百分率を差引いた淺 りが固形物百分率を示すのである。

E・ 比 重 乳稠計によつ1こ れを測定 し,15。c・ に対す る比重に換算 した。但 し

その成績は乳稠計の度 を以てこれ を表示 したのである・

III試 験 成 績

前記の方法に從つて試験 し得た1ヶ年間 に於ける 各供試牛乳に対す る試験成績を表示する

ときは第1表 の如 くである。



第 一 表

第 一 號 乳

供 試 牛 乳 日/月 固 形 物 乳 稠 計 の 度 脂 肪 全 蛋 白 質 カ ゼ イ ン

の 番 號(昭 和II年).%150C%%%

置4・ 互皿・10。44,29・22.772・712・02

220.皿.Io.5628.42.802.752・oI

330・ 皿[・Io・7230・22・752・832・04

47・ 皿 。Io.8429.62.802.842・09

5'14.皿.Io.43 .29.92.962.862・06

621.皿.lo.8227.12.812.832・06

728・ 皿.II.2529.63.382.832・oo

812・V.II.0428.93.23・2。721・89

920・いlo.9928.43・212・751・97

1027・V.11.6132.22,733・042・20

113・VrIo・5229・42。792・78L97

12唱=o.VI.Io.5829.92.752・7'81・98

1317.V夏 ・Io.7930・02・802・83唱2・05

1425.VL五1.oo28.62.612・78L92

152・VI[.10.7028.62・go2・75'2。oo

・69・ 種 ・ …35・8・6
.・ ・522・76・ ・05

1716.V旺.Io・8128・32・942・782・II

I825.VI.夏o・6328・32。742・832・II

置93・ ヤ】亜・10・7329・52・832・812・15

2010・ 珊m・Io・2427・32・7夏2・712・oo

2120.N・ 一.11.1527・53・422・782・og

2227・ 、1皿・ …63・7・32・98・:682・e4

234・IllC.Io・8429・52・892・872・13

249.b(。II。2727・03・482・782・07

2514.1>(・Io・7727・03・lg2・742.07

2617.b(.1夏 ・1229・03.282・862・16

2722.⊃(・Io・3927。72・772・772・08

2828.⊃(.Io.382gP2。732・842・12

291.X・'Io・5527・92.882,792・07



供 試 牛 乳 日!月 固 形 物 乳 稠 計 の 度 脂'肪 全 蛋 白 質 カ ゼ イ ン

の 番 號%150C%%%

306・X.'11・4628・43・662.772・08

3・9・X・
.…6・ ・8。22・96・ ・7・`2・ ・4

32:5.X.=o・5428.92・80.2.862・09

3320。X・Il・3027.93・562.882.14

34・24・X・10・6138・2'3・oo2・822・03

3528・X・11.3228.23.692.922.14

364・ 】1【・Io・53 .27・92・go2.852.18

379・)1【 ・Io・652743.oo2.912.18

3812.X【 ・Io.7028.23.oo2.952.17

3918・)・Io・4827.43.oo2.862.14

4025・ 】藍・10・6427・23・07 .2・go2・14

4130・)1・Io.5027・23.082.812.II

423・)[・ 翼1・oo27・93.572.gl2.18

43.9・Xl正.10・3026.82.go2.882.16

4414・X旺 ・Io・0426・22・852.792.02

4517・X皿 ・Io・Io26.22,812.822.08

4622・XIII・Io.6828.23.063.022.20

(昭 和12年)

478。1.11.3729.43,403.or):.26

4813・1。zL3728.23.533.042.29

4918・1.Ir。2528.43473.072.28

5・2・.1.H.5329.43,5・'3.….35

5126・1・II・6228・23.752.992.29

5229・1・rL4429.43,303,132.366
533・[・lr・3029・83.233.142.37

548.皿 。.1Lo629・23・183。072.30

55'12・[.II.lg29.63.233.082.32

5617。 皿・11・4529。03.553.032.37

5722・ 皿・II.1529・63・Io3.042.31

58.25。E・II・4828・63.523.oI2,28



第 二 號 乳

供 試 牛 乳 日1月 固 形 物 乳 桐 計 の 度 脂 肪 全 蛋 白 質 力vイ ン

の 番 號(昭 和II年)%15。C%%%

15.皿[.IL3431・23。092・872.10

216.皿[.II.243L23.023・oo2・18

325・ 皿.1L6031・2'3・393・042・21'

4r・ 皿 ・12・1330・63・73'3・152・32

59.皿1.11.7132・03・463・072・18

616.皿.II・643L23・303・042・22

7・3・
.皿 ・ ・L5・3・ ・43・222・982=2「

82・いII・583L73・1223・052・20

gI4・い .II・3230・13。212・882。09

1022・いII・513L93・073・c42・20

1129.V.II・453L43・202・gl2・06

125・V【 ・II・ 】【5304'3・082。852・06

1312・VI・II・5930・43・402.972・18

141g・VI・1L4131・43・lg2・952・17

・5'27.W.・ ・.・7・9・72・99・ ・982・ ・7

164,V旺.Io.gr29.02.go2.83.2.08

1711.V狂.II.2230・63・092・862・17

1818.V9・IL2329・53・302・802。15

1929・V皿 ・IL5229・53・302・972・30

205・ 羽皿・II・Ig29・5' r3・072・942・22

2112.SN.11・4229.23。262・go2.23

2222・NW・10・8430・62・75.2・go2・24

2329・ 顎皿.12・oo30・13・702・952・3】 【

247.K・1】[.OI28・93・oo2・912.23

2510・]i(・Io.4228・42.932.872。20

26'15.⊃(・II.3128・63.452・932.22●
2718・)(・II・3228・43・482・942.24

2824.⊃(・1署 ・2030・43・oo2・982・29

2929.]1(・Il。5830・43。373.oo=2・32

302.X・II・41'29・43・362・g92・29



供 試 牛 乳 日/月 固 形 物 乳 稠 計 の 度 脂 肪 全 蛋 白 質 カ ゼ イ ン

の 番 號%15。C%%%

317・X・11・2528・93・2s2・822・lo

3213・X・Il・2030・43・093・oo2.lg

3316・X・lI.4129.43・372・992・26

342r・X・11・6429・93.582・952・22

3526・X・11・2529・63・2!2・982・24

3630・X.11.0730.23.oo3.032・30

375.)1【 ・II・9430,63・663.152・41

381o・)・II・8930.43・493・222・47

3gI6.)・11.5829・63・363・062・35

4020・X・11.7230・63・383.212・41

4126・X・IL2029.63・093・042・32

421・Xff。1L8831・2 .3・493・212・49

434・X旺 ・11.4529.83・313。08、2.38

4410・)⑪11・8430・23・603・152・45

4515・)皿 ・12.0430・63・583・212・49

4618・X旺 ・II.4529・93・303・152・44 9
4723・XII・12・II31.43・533・322・58

(昭 和12年)

489・1・II・7930・43・503・072・49

4gI4・1・II・7530・83.393・Ig2・47

50「g・1・1・ ・6・
.・9・83・45・3・ ・82・43

5122.1・12.20'30.83.go3』r2・44

5227・1・1L8930.03。813・092.41

531・ 皿・II.2230.43.093.082・38

544・K・ 「1・4930・43。313・122・42

559・E・II・7930.63・493・172・41

5615・[・IL68
.29・83・503・072・42

57r8・]1・II.6430.43.58・3・032・35

5823・E・11.9831.23・753.082・32



第 三 號 乳

供 試 牛 乳 日/月 固 形 物 乳 稠 計 の 度 脂1肪 全 蛋 白 質 カ ゼ イ ン

の 番 號(昭 和II年)%15。C%%%

16.】 皿・II・8632・03・382・812・02

218.】 皿.IL6631・73・263・062・24

326・ 】皿・1】L・593L22・993・052・23

44.1皿 ・IL7832・73・223・142・29

511.皿.II.7931・83。133・162・23

618.1皿 ・li・5332・03・II3。 《)12・13

725.皿 ・IL6632.03・213・032・14

85.V。1L6331.43・203・Q42・16

916・いII・6332・33。143・ol2・13

1025・V.・IL3631・43・oo2982・II

III.VI.IL7531・23・293。082・16

128・V【 ・IL4830・93・172・942・12

1315.VI.IL383L7『3・og2・94'2・14

1422。VI.II.4931・53・242・912・06

1530.VI・II・1329・53・062・s62・12

167.V∬.II.lo29・92・832・942・18

1714.VI.Io.9730・42・802・go・2・18

!822.VI.】 【1.3228・93・132・962・17

1931.VN・11・0829・23・182・872・21

207,V皿.11.2530.33・042・872・16

年Il8・SIM・Ir・6530・13・412・992・06

2225.S・]皿 ・II.4228・33・312・852・15

232・ ⊃(・ .II・1430・02・go2・932・21

248.b(.11.0230・02・go2・852・14

25111.⊃(・11,3429・53・182・982・21

2616.K1IL2730・93・092・952・23

272L]1(・II・3730・93』73・032・22

・8・6.X.・r.5・3・.53.・ ・3・ ・5…7

29・ きo.X.II.4130・13」63・oo2・18

305.X.II・4831・73・lo3・082・16

31'8.X.11・4631・43・lo2・962・c8

3214.X.Ir.5830.9圏3・282・93・2・08



供 試 牛 乳 日 ノ月 固 形 物 乳 稠 計 の 度 脂 肪 全 蛋 白 質 カ セ イ ン

の 番 號%15。C%%%

3319・X・IL7931・73・253・032・22

3422・X・11・2030.92.963.022.23

3527・X・Ir・7430・93・393・142.28

362。X・II・7131.23.203.172.22

37・6・)蔓 ・11・9832・23.373.262.4】 【

3811・)1【 ・11・893L23.403.202.40

3917・)・ 夏1・8130・63.473.182.35

4024・ Σ【.IL6731.43.223.232.41

4127・)1・II.623L23・283・122.37

422.X旺.11.6030.9'3.27・3.212.36

43&X【[、II・5930・83;243・i52・37

4411・X匹II・6331・43,193・142・40

4516・X皿 ・IL4730・83.283・172.36

4621・X旺'.u.3629・93・253.132,31

(昭 和12年)

477。1.互1.0829・23.262.882.2!

4811・1・II.Q229・23.083・072.37

4gI5。1・ILI229・03・Ig .3・122・36

5020・ ・1・Io・8328・83.oo2・982.30

5125・1・Io.5628・42・932・872.lg

5228.1・Io.S528・42.792・962。23

532.1・ 置o・5528。62.892.872.17

545.皿 ・1o・3227・42・862・792・18

5510・E・Io・4828・82・693.022.28

5616・9・Io・9729。23.oo3.092.34

'571g
・ 巫・Io・8528.83.lo2.992.22

5824・1【 ・II.423043.Ig3.Ig2..32

今前 に示 した 第1表 の試験 成績 に よ り各供試牛乳 に対す る乳稠計の度即 ち比 重はその高低

に從 つで これ を假 りに1・027'以 下 の もの,1・0270～1・0279の もの,1・0280～1・0289の もの,

1・0290～1.0299の もの,LO30～1・0309の もの,1・0310～1.0319の もの,1.0320～1・0329の も

の都合7階 級 に分 ち,全 蛋 白質百分率 もその多少に從ぴ これ を假 りに3%以 下 の もの 及び3

以 上 の もの都合2階 級 に分 ち,カ ゼイ ン百分率 も亦 そめ 多少に從 ひ これ を假 りに2%以 下の



もの及び2%以 上の ものs2階 級に分つた。.而してこれ専成分の各階級に対す る各供試牛乳

の数及び最高,最 低並に平均 百分率を示せば第2表 の如 くである。

第 二 表

第 一 號 乳

供試牛乳の数

比

重

　

摂氏一

五
度
)

全

蛋

白

質

カ

ゼ

イ

ン



第 二 號 乳



第 三 號 乳

、

先づ比 重に就いて検 す るに第1號 乳 にあつて は1・0270～1・0279の もの,1・0280～1・0289の

もの及び1・0290～1・0299の もの相類似 してその大部分 を占めて居 るが 第2號 乳 にあつて は

1・0300～1・0309の もの最 も多 く,第3號 乳 にあつては1・0300～1・0309の もの及び1・0310～

1,0319の もの相類似 して最 も多 きを占めて居 る。次 に全蛋 白質百分率 に就 いて見 るに3・00%



以下の ものは供試牛乳3種 の中第1號 乳はその数最 も多きを示す。これに反 し3・00%以 上

の ものは第1號 乳に於て最 も少く,第2號 乳及び第3號 乳相類似 して多数を占めて居る。

次に カゼイン百分率に就いて検するに 第1號 乳にあつては2.00%以 下の もの5例 を示 し

たるに対し 第2號 乳及び 第3號 乳は皆無で,何 れ も2・00%以 上 を示 したのである。

IV季 節 に 由 る比 重,全 蛋 白 質 及 び

カ ぜ イ ン百分率 の変化'

今 第1表 より各供試牛乳に対す る比重,全 蛋白質 及びカゼイン百分率の平均 値を月別に摘

記 して季節に由るこれ等成分の変化 を示すときは第3表 の如 くである。

第 三 表

この表により各供試牛乳に対す る比重,全 蛋白質 及びカゼイン百分率 の1ヶ年 の総平均を

槍するに比重にあつては第3號 乳の1・0306を 最高 とし,第2號 乳の1・0304こ れに次 ぎ第

1號 乳の1・6286を 最低とする。而 して全蛋白質百分率は第2號 乳及び第3號 乳共に3・01%



を示 したのであるが 第1號 乳は2・86%を 示 し前記比重 と同様に鞘その値低 きを見るのであ

る。更にカゼイン百分率に就い て見るに第2號 乳の2・27%を 最高 とし第3號 乳の2.21%

これに次 ぐ。 而 して 第1號 乳の2・11%を 最低 とすること前記比重及び全蛋白質百分率 と同

様である。

而 して尚これ等3成 分を春,夏,秋,冬 の四季に分ちてその変化を 見るに 第4表 に示すが

如 くである。

第 四 表

春 期(3月 ～5月)

夏 期(6月 ～8月)

秋 期(9月 ～II月)

冬期(12月 ～2月)

この表により先づ比重に就いて見るに供試牛乳3種 共に春期に於て最高を示 し最低は第1

號乳及び第2號 乳は秋期に於てこれを示 して居るが第3號 乳は冬期にこれを示す。次に全蛋

白質百分率に就いて見るに第1號 乳及び 第2號 乳は冬期に最高を示 して居るが第3號 乳は

秋期 に於てこれを示 し最低は第1號 乳 第2號 乳及び 第3號 乳共に夏期に於てこれを示 し

て居る。次 にカゼイン百分率を槍するに 第1號 乳第2號 乳及び第3號 乳共に冬期に於て最

高とな り最低は第1號 乳 及び第2號 乳は共に春期に於てこれを示 し第3號 乳は夏期に於て

これ を示 して居 る。

V考 察

牛乳の比重,全 蛋白質及びカゼインは婁に著者が発表せ る牛乳中の脂肪(1),固 形物,無 脂肪

固形物及び灰分 と(2)同 様に季節に由つて影響を受 くるのである。然 しその影響の状態は各牛

乳成分に由つて多少の相異があるのである。(4)は 牛乳の比重は 各乳線 乳牛の種類,

及び季節に由つて影響することを述べて居る。 季節に由る牛乳の比重の変化 に關する文獻は

勘ないのであるが最近(5)は1924年10月 より1925年10月 に至る約1ヶ年間にBURR

 HANKE



亘つて最初は朝乳 と夕乳の混合乳1こ就き後に至つて朝乳 と夕乳各別 々に就いて比重,脂 肪,無

脂肪固形物,塩 化石灰 に山る乳精の屈折率及び氷点降下を測定 した結果を発表 して居るが今妙

には比重に対す る最高,最 低を摘記 し,両 比較のため昭和11年3月 より昭和12年2月 に

至る1ヶ年 間を通 じ各供試牛乳に対す る比重の試験に於て毎月に於ける試験成績 の中で最高

及び最低の値を示せるもののみを摘記するときは次に示す 第5表 の如 くである。但 し比重は

乳稠計の度(15。C.)を 以てこれを表示する。

第 五 表

BuRRの 結 果 著 者 の 結 果



2月

(lg25)

2月

(昭 和12年)

3月

(lg25)

3月

(昭 和11年)

4月

(lg25)

5月

(1925)

6月

(lg25)

4月

(昭 和II年)

5月

(昭 和ll年)

6月

(昭 和lr年)



7月

(lg25)

8月

(lg25)

9月

(lg25)

Io月

(lg25)

7月

(昭 和II年)

8月

(昭 和11年)

9月

(昭 和11年)

備 考:の 結果表中

M・=朝 乳

A==夕 乳

T=混 合 乳

BURR

この表によれば1ヶ年 を通じて見たる の結果 と著者の結果 とを比較するに概 して大

差なく最高に於て の結果は何れ も梢高きを示すのであるが最低に於て著者の結果は只

1例(5月)を 例外とし何れ も梢低 きを見るのである。 、

は6ヶ年 間に亘 り純度の知 られた600～700・ の牛乳(各 種乳牛産のもの及び

に就いて分析 した結果を発表 して居る。而 して今茲に に対す る蛋白

質のみに対す る結果を摘記するときは第6表 の如 くである。

LYTHGOE (6)

Herd milk

BURR

BURR

Herd milk



第 六 表

蛋頗 含樋1供 翻 畷

この表によれば蛋白質含有量は3・00～4・00%の もの最 も多数を占めその最高4・02%最 低

2.66%平均3.31%を 示 して居るが我福岡 市々乳3種 は前既に示 したるが如 く第1號 乳は

3.00%以 下の もの最 も多きを示 したのであるが 第2號 乳及び 第3號 乳共に3・00%以 上の

もの多数 を占めその1ヶ年 の総平均 に於て3・01～2・86%を 示 し の平均 値 と比較

し梢低きを示 して居る。尚同氏はこの研究に於て が 季節に由る牛乳組成分の変化

を示 して居るが鼓には蛋白質のみに対す る結果を摘記するときは第7表 の如 くである。

Herd milk

LYTHGOE

第 七 表

春 期(3月 一5月)

夏 期(6月 ～8月)

秋 期(9月 ～II月)

冬 期(12月 ～2月)

この表によれば蛋白質は冬期に於て最高を示 し春期に於て最低を示 して居る。 而 して本表

と前記第4表 即ち福岡市々乳に於ける蛋白質百分率の春,夏,秋,冬 による変化 とを比較する

に大体 に於て相類似するを見るのである。

(7)は1900年9月 より1905年8月 に至る5ヶ年間 に亘つて平均約600頭 の

乳牛を有する一牧場より得た午後の搾乳に就 き脂肪,無 脂肪固形物,蛋 白質,乳 糖,灰分 及び

全固形物の各成分に就いて分析 した結果を発表 して居る。 然 し今茲に 蛋白質のみに対す る實

験結果を摘記するときは次に示す第8表 の如 くであるQ

SHERMAN



第 八 表

1月4均

2月"

3月"

4月"

5月"

6月"

7月"

8月"

9.月"

ユo月"

11月"

12月"

織平均

この表に示す如 く蛋白質百分率は7月 に於て最低を示 し12月 に於て最高 を示 して居る。

然るに著者の實験結果 第3表 より各供試牛乳に渕する最高,最 低の蛋白質百分率を示せる月

を摘記するときは次の如 くである。

第 九 表

この表によるときは福岡 市々乳に於ける蛋白質百分率は第1號 乳は1月 叉は2月,第2

號乳は12月,第3號 乳は11月 に於てそれぞれ最高を示 して居るが最低は第1號 乳及び第

3號 乳 共に8月,第2號 乳は7月 に於てこれ を示 し大体 に於て の結果に類似す

るを見る。

 S  HERMAN



樹本試験に於て著者の實験結果 第3表 より各供試牛乳に対す る比重及びカゼイン百分率の

最高,最 低 を示せる月を摘記するときは次に示す第10表 の如 くである。

第 十 表

この表によるときは福岡市 々乳の比重は第1號 乳及び第2號 乳共に5月,第3號 乳は4

月に於てそれぞれ最高を示 して居るが最低は12月(第1號 乳),9月(第2號 乳)及 び1

月(第3號 乳)に それぞれこれを示 して居る。 次にカゼイン百分率に就いて見るに最高は2
、

月(第1號 乳),12月(第2號 乳)及 び11月 叉 は12月(第3號 乳)に それ ぞれ これ

を示 し最低 は第1號 乳 は6月,第2號 孚Lは5月,第3號 乳 は6月 叉は8月 に於 て それ

ぞれ これ を示 して屠 る。

VI牛 乳 固 形 物 と 全 蛋白 質

及 びカ ゼ イ ン と の 關 係

今牛乳固形物と全蛋白 質 との關係を知らんがため1ヶ年間 を通 じて試験 し得た各供試牛乳

に対す る 固形物100分 中の全蛋白質及び カゼイン量を前記 第1表 の成績より算出 して求め

た値 を季節とは無關係に表示するときは第11表 の如 くである。



第 十 一 表

第1號 乳

固 形物10c?Sbe

中 の 全蛋 白 質

固形物10◎ 分

中のカゼイン

第2號 乳 第3號 乳



(6)の 研究によれば 固形物中の 蛋白質含有量は可な り恒量 を示 しその量 約25%

を示す。而 して今著者の實験結果第11表 を検するに各供試牛乳に対す る 固形物100分 中の

全蛋白質百分率の総平均は26・3～26・6%を 示 し第1號 乳,第2號 乳 及び 第3號 孚L共に相

近似 した値 を示 し の得た 約25%の 値 と比較 して稽高 きを示すのであ.る。 樹牛乳

 LYTHGOE

LYTHGOE



固形物100分 中の カゼイン百分率の 総平均は19・6～19・9%を 示 しこれ亦三者共に相近似 し

た値を示すのである。

VII脂 肪 ご全蛋白質及び カぜインとの關係

今牛乳の脂肪 と全蛋白質 及びカゼインとの關係を知 らんがため1ヶ年 を通じて試験 し得た

各供試牛乳に於ける脂肪に対す る全蛋白質及び カゼインの比率 を第1表 の成績 より算出 して

求めた値に対し 毎月に於ける試験成績中最高 及び最低の値 を示せるものLみ を摘記すれば次

に示す 第12表 の如 くである。

第 十 二 表

月 別

供試牛乳

の 番 號

脂肪1に対する る
全 蛋 白質 の比

脂肪1に対す る
カ ゼ イ ン の 比

ダ 　 へ

最 高 最 低 最 高 最 低

1月(昭 和12年)

2月(昭 和12年)

3月(昭 和II年)

4月(昭 和11年)

5月(昭 和II年)

6月(fi召 禾口II年)

7月(昭 和11年)



8月(昭 和IT年)

9月(昭 和II年)

Io月(昭 和ll年)

II月(昭 和II年)

12月(昭 和11年)

(8)は 牛乳中の脂肪及び蛋 白質含有量に影響 を及ぼす事情即ち(1)乳 牛の個性,

(2)乳 牛の種類,(3)泌 尿期,(4)飼 料,(5)季 節,(6)搾 乳の方法 及び時間 に就い て詳細な

る研究を行つて居る。 月.つ牛乳中の脂肪 と蛋白質 との關係に就き(1)脂 肪 と全蛋白質 との關

係,(2)脂 肪 どカゼインとの關係,(3)カ ゼインとアルビユミンの關係に就いて研究 して居る

が今蜘 こ牛乳中の脂肪 と全蛋白質 及び カゼインとの 關係に影響 を及ぼす飼料及び季節に就い

て同氏の研究によれば 普通の状態 に於て 牛乳の組成分は 飼料の変化 によつて 影響せらるLこ

と紗いが或状態の下に於てはその影響大なるものがあることを観察 した。 而 して両氏は毎年

の試験に於て5月 の中旬頃に於て牛乳中の脂肪及び蛋白質が著 しく増加することを認めた。

即ち一季節に於て5月 の上牛期と下牛期 とには次の如き相異がある。

VAN SLYKE

脂 肪 蛋 白質 力 ぜ イ ン ア ル ビユ ミ ン

%%%%

5月 の 上 牛 期3・462・852・25()・60

5月 の 下 牛 期3・703・172・450・72

かくの如 き牛乳組成分上の変化 は主として乳牛を5月 の中旬頃に放牧 したため飼料の性質

及び環境の変化 に原因する ものと説明せられて居る。 而 して今乳牛を放牧することによつて

脂肪 と蛋白質 との關係が如何に変化するかを示せば次の如 くである。



肪 脂 蛋白質
脂肪1にi野 す
ろ蛋白質の比 カ ゼ イ ン

月旨月方1に対 す る
カ ゼ イ ン の比

脂肪:蛋 白質%脂 肪:カ セイン

5月 の上半期

5月 の下半期

かくの如 く脂 肪対全蛋白質の 比が増加 するにも拘はらず 脂肪対 カゼインの比は僅かに変化

するに過 ぎない。 而 して同氏は牛乳中の脂肪に対す る全蛋白質及びカゼインの關係に影響を

及ぼす事情に就いての結論によれば(1)試 験に供せる乳牛の種類は一般に2群 に分たれた。

即ちその1群 は脂肪対 蛋白質の比が比較的高 く(種 及び 種)こ れに反 し他

の1群 は比較的低 きを示 した。 同一種類の乳牛に於てもその個性により著 しく相異するので

ある。(2)脂 肪対蛋白質の比は泌乳期が 約9ヶ月 に達する迄は著 しく均一・であるが泌乳期が

9ヶ月 位に達するときは脂肪が増加するに伴つて杢蛋白質 も可な り急速に増加する。 而 して

脂肪対 カゼインの比は泌乳期全体 を通 じて著 しく均一で泌乳期が 約9ヶ月 に達するときは脂

肪が増加 するに件つてカゼインは僅かに増加するのである。(3)搾 乳の方法に由る牛乳組成分

の変化な脂肪に対し 多少影響を及ぼすが蛋白質に対し てはその影響は極 めて僅少である。

は各種乳牛によつて得た 牛乳に就き,も 各種の 乳牛によつて

得た牛乳及び に就き脂肪対蛋白質の比を次の如 く示 して居る。

VAN SLYKE (8)

Herd milk

Guernsey Jersey

 LvTnGOE (6)

第 十 三 表

乳 牛 の 種 類

VANSLYKEの 結 果

脂 肪:蛋 白質

LYTIIGOEの 結 果

脂 肪:蛋 白質

Holstein  -  Friesian 

Dutch Belt 

Ayrshire 

American Holderness 

Shorthorn 

Deven 

Guernsey 

Jersey

今 が示した に対す る脂肪樹蛋白質の比が季節に由る変化 と著者が

實験によつて得た結果から春,夏,秋,冬 に対す る値を算出 して求めた ものとを比較するとき

は次に示す第14表 の如 くである。

 LYTIIGOE ( 6) Herd milk



窮 十 四 表i

LYTHGOE

脂 肪対 蛋 白 質 の 比

著 者 の 結 果
の 結 果 第 互號乳 第2號 乳 第3號 乳

春 期(3月 ～5A)o・760・970・930・96

夏 期(6月 ～8月)o・840・9go930・93

秋 期(9月 ～11月>o・860・920・920・96

冬 期(12月 ～2月)o・810・920・8go・99

この表によるときは脂肪対蛋白質の比は季節に由る変化が 極 めて僅少で の値は精

低 きを示 して居 る。 次に脂肪対 カゼインの比が季節によつて如何に変化 するかを検せんがた

め著者の實験成績から春,夏,秋,冬 に対す る値 を算出 したるに次の如 き結果を得たのであ

る。

LYTHGOE

第 十 五 表

脂 肪対 カ ゼ イ ン の 比

第r號 乳 第2號 乳 第3號 乳

春 期(3月 ～5月)o・700・670・68

夏 期(6月N8月)o.730・6go・68

秋 期(9月 ～11月)o・690・700・70

冬 期(12月 ～2月)o・6go・690・75

この表によるときは脂肪対 カゼインの比は季節によつて著 しき変化なきこと前記脂肪対蛋

白質の比 と同様である。

VIII摘 要

1・ 前回の調査の後 をうけて 昭和11年3月 より昭和12年2月 に亘る1ヶ年 間 に於け

る福岡市 々乳(1合 堤詰滅菌全乳)(朝 乳)3種 の比重,全 蛋白質 及び カゼイン百分率を楡定

し,これ等3成 分の(1)季 節的変化,(II)固 形物 と全蛋白質及び カゼインとの關係,(III)

脂肪 と全蛋白質及びカゼインとの關係に就いて検討せんとするのである。

2・1ヶ年間 を通じ月別に見たる福岡市々乳の比重は市乳2種(第1號 乳及び第2號 乳)は

5月,他 の1種(第3號 乳)は4月 に於て最高を示 したのであるが 最低は第1號 乳は12

月,第2號 乳は9月,第3號 乳は1月 に於てこれを示した。 而 して 今 これ を奉,夏,秋,



冬の四季に分 ちて見るときは市乳3種 共に春期に於て最高を示 したが最低は市乳2種(第1

號乳及び第2號 孚L)は 秋期に他の1種(第3號 乳)は 冬期に於てこれを示 したのである。

3・ 全蛋白質百分率は第1號 乳は1月 叉は2月,第2號 乳は12月,箪3號 乳は11月

に於て何れ も最高 を示 し最低は市乳2種(第1號 乳蓼び第3號 乳)は8月 に他の1種(第

2號 乳)は7 .月 に於てこれを示 した。伺これを四季別に槍するに市乳2種(第1號 乳 及び

第2號 乳)は 冬期に他の1種(第3號 乳)は 秋期に於て最高 を示 したが最低は市乳3種 共

に夏期に於てこれ を示 したのである。

4・ カゼイン百分率は第1號 乳は2月 ,第2號 乳は12月,第3號 乳は11月 叉は12

月に於て最高を示 したが最低は第1號 乳は6月,第2號 乳は5月,第3號 乳は6月 又は

8月 に於てこれ を示 した,伺 これを四季別に見るときは 市乳3種 共に冬期に於て最高 とな り

最低は市乳2種(第1號 乳及び 第2號 乳)は 春期に於て他の1種(第3號 乳)は 夏期に

於てこれを示 した。

5・ 固形物と全蛋白質 との關係,即 ち牛乳固形物100分 中の全蛋白質量は1ヶ年hの 総平均

に於て26・3～26・6%を 示し の 示 した 約25%の 値に比較 して納高きを示 して居

る。尚牛乳固形物100分 中のカゼイン量は1ヶ年 の総平均 に於て1%～19.1%を 示 し市乳

3種 共に相近似 した値 を示すのである。

6・ 脂肪対全蛋白質の比は市乳3種 共にその季節にrllる変化勘なく0.99(第1號 乳及び第3

號乳)を 最高とし0・89(第2號 乳)を 最低とする。

7・ 脂肪対 カゼインの比は市乳3種 共にその季節的変化 僅少で0.75(第3號 乳)を 最高

としo・67(第2號 乳)を 最低とする。

終りに臨み濱田助教授 の御指導 と満田教授 の御校閲を賜 りた り。茲に謹みて感謝の意を表す。
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    ON THE COMPOSITION OF THE FUKUOKA CITY 

                MARKET MILK. (III). 

(THE SEASONAL VARIATIONS OF THE SPECIFIC GRAVITY, 

THE  PERCENTAGES OF TOTAL PROTEINS AND CASEIN ; 

AND THE RELATIONS OF SOLIDS TO PROTEINS AND. TO 

CASEIN, AND FAT TO PROTEINS AND TO CASEIN IN MILK)

(Resume)

Harutoshi NISHIYAMA

1. The author had previously reported on the seasonal variations of the 

percentages of total solids, solids-not-fat and ash, and the relations of total solids 
to fat and to ash, in milk from the Fukuoka city market. This paper reports 
the results obtained in studying (I) the seasonal variations of the specific 

gravity, the percentages of total proteins and casein, and (II) the relations of 
solids to proteins and to casein, and fat to proteins and to casein in 3 samples 

of the morning's whole milk (pasteurized) from the Fukuoka city market taken 

over a period of one year from March, 1936 to February, 1937. 

    2. The record of seasonal variations of the specific gravity for each month 

in 3 samples of the milk shows that the highest average specific' gravity of 
2 samples of the milk (No. i and No. 2) was found in May, but that of the 

other sample (No. 3) in April, and the lowest values were found in December, 

September and January for the samples No. i, No. 2 and No. 3 respectively. 
All samples reached a maximum point in the spring, but 2 samples of the milk 

(No. i and No. 2) reached a minimum in the autumn and the other sample 

(No. 3) in the winter. 

    3. The record of seasonal variations of the percentage of total proteins for 
each month, in 3 samples of the milk, shows that the highest average percentages 

of proteins are found in January or February, December and November for 
samples No. 1, No 2 and No. 3 respectively, and the lowest values in August 

(No. i and No. 3) and July (No. 2). The average percentage of proteins of 
2 samples of the milk (No. I and No. 2) is highest in the winter (sample 
No. 3 reaching a maximum point in the autumn) ; and all samples reached a 

minimum in the summer.



   4. The record of seasonal variations of the percentage of casein for each 
month in  ,3 samples of the milk shows that the highest average percentages of 
casein are found in February, December and November or December for samples 
No. i, No. 2 and No. 3 respectively, and the lowest values in June (No. i), 

May (No. 2) and June or August (No. 3). 

   The percentage of casein of all samples of the milk reached a maximum in 

the winter, while the minimum percentages appared in the spring (No. i and 

No. 2) and the summer (No. 3). 

   5. Regarding the relation of total solids to proteins in 3 samples of the 
milk, the record shows that the amount of proteins in the solids is fairly 

constant, varying from 26. 3 to 26. 6 percent. These results are slightly higher 

than those found by LYTHGOE. The relation of total solids to casein in 3 samples 

of the milk shows that the amount of casein in the solids is fairly constant, 
varying from 19. 6 to 19. 9 percent. 

   6. The ratio of fat to proteins in 3 samples of the milk is very uniform 

throughout the year, and the ratio ranged from a maximum of O. 99 (No. i 

and No. 3) to a minimum of o. 89 (No. 2). 

   7. The ratio of fat to casein in 3 samples of the milk is very uniform 
through the year, and the ratio ranged from a maximum of o. 75 (No. 3) to a 

minimum of o. 67 (No. 2).


